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正　会　員　各位

（一社）全国ＬＰガス協会

平成３０年度「燃焼器具交換・安全機器普及状況等調査報告書」の

集計結果について 　　　　　　　　　　　　　　　 　　(ご報告）

標記報告書につきましては、所属の都道府県協会を通じて全国のＬＰガス販売事業所より、平成３１年３月末現在の状況についてご提出をお願いしておりました。

この度、同販売事業所及び各都道府県協会のご協力により、その集計結果を別添のとおり取りまとめましたのでご報告いたします。

本集計結果の概要として、回収率は９０％以上で推移、不完全燃焼防止装置の付いていない燃焼器具の交換、期限管理等、全体としては改善傾向、業務用換気警報器の設置率は改善傾向にあったものの今回は若干減少、また、バルク貯槽２０年検査（新規項目）について、廃棄して新たなバルクへ貯槽の入替またはシリンダーへの入替が８割以上で２０年検査を受けたものは２割未満、２０１９年度に検査期限が満了するものが約４，０００基で、前倒し予定を含めると、２０１９年度に２０年検査や入替等を行う可能性のあるバルク貯槽が約１１，０００基でした。
本調査項目のほとんどが現在展開中の業界自主運動「ＬＰガス快適生活向上運動"もっと安全さらに安心"」の項目であり、ＣＯ中毒事故防止に関するものは重大事故につながる恐れがあることから全国目標となっており、業務用換気警報器の設置促進等は今年度から重点取組事項となりました。また、マイコンメータの期限切れは計量法違反となります。さらに、調整器の期限管理等、他の項目についても事故防止につながることから、より一層改善していく必要があります。

つきましては、都道府県協会におかれましては、会員に対し、また、直接会員におかれましては、営業所等に対し、上述等を踏まえた安全対策についてご指導方よろしくお願いいたします。
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